
 

 

 

 

宮崎県日南市でのツマアカスズメバチの確認について 

 
 

＜環境省九州地方環境事務所 

及び宮崎県同時発表＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．捕獲調査の概要 

環境省では、釜山港（韓国）との船の往来のある九州の港湾（三池港（福岡県）、

八代港（熊本県）、大分港（大分県）、油津港（宮崎県）、細島港（宮崎県）、

志布志港（鹿児島県）、川内港（鹿児島県））周辺において、ツマアカスズメバ

チの監視調査を実施しています。その他、昨年９月に営巣が確認された北九州市

とその周辺地域における監視調査を実施しています。 

 

＜油津港における調査日程＞ 

４月２４日 宮崎県日南市油津港周辺に、10個の捕獲トラップを設置。 

５月１０日 トラップを回収し、ツマアカスズメバチと疑われる１個体を捕獲。 

専門家によりツマアカスズメバチであることが確認（捕獲個体の画像による確認）

された。  

特定外来生物であるツマアカスズメバチの侵入監視調査の結果、宮崎県日南

市油津港周辺においてツマアカスズメバチの女王バチ１個体が捕獲されまし

たので、お知らせします。 

これを受けて、５月１６日（月）から、捕獲地点周辺において、捕獲トラッ

プを増設し、捕獲を兼ねた緊急調査を実施します。 

なお、ツマアカスズメバチは、これまで、国内では長崎県対馬市において定

着が確認されています。対馬市以外では、昨年９月に福岡県北九州市で初めて

１個の巣が確認されましたが、その後の調査において個体及び巣の確認はされ

ていません（本年度も調査を実施中）。 
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２．今回の調査結果について 

ツマアカスズメバチは、生息地域から繁殖能力のある女王バチが非意図的に侵

入し、営巣に成功することが定着の条件となります。今回捕獲した個体は、営巣

された巣から発生したワーカー（働きバチ）ではなく、営巣を開始した女王バチ

と考えられます。そのため、現時点で当該地域にツマアカスズメバチが定着して

いることを必ずしも示すものではありません。また、現段階では他の調査地点に

おける発見例はなく、今回の確認をもって、九州の広域において当該種が分布し

ていることを示しているとは考えにくいものと思われます。 

一方で、ツマアカスズメバチの生息地域である釜山との往来のある九州の港湾

周辺地域では、当該種の侵入のリスクが存在することが改めて確認されました。 

 

３．今後の対応 

ツマアカスズメバチは、高い繁殖力と分布拡大能力から、一旦定着すれば根絶

することは困難となるため、侵入監視により、早期発見、早期駆除により定着前

に根絶を図ることが極めて重要です。 

対馬市内の調査結果から、５月中は越冬から目覚めた女王バチが単独で活動す

る時期であり、捕獲トラップによって捕獲できることがわかっています。 

このため、宮崎県及び日南市と連携し、トラップの設置場所の決定や資材の準

備を行い、５月１６日（月）から、捕獲地周辺において捕獲トラップを 100個程

度に増設し、駆除を兼ねた緊急調査を行います。 

また、九州以外の地域の港湾における監視についても、対応を検討していきま

す。 

 

４．情報提供のお願い 

九州地方に限らず、生息地域である釜山と往来のある港湾等においては、侵入

のリスクがあります。 

地方自治体や駆除業者の方々につきましては、ツマアカスズメバチと思われる

個体が発見された場合には、管轄区域の環境省地方環境事務所にご連絡くださ

い。 

連絡先 URL：http://www.env.go.jp/region/index.html 

 

 

（捕獲されたツマアカスズメバチ） 

 

  



 

 

 

ツマアカスズメバチ発見箇所 

 

油津港周辺緑地（宮崎県日南市内） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個体捕獲

地点 



（参考）       ツマアカスズメバチについて 

 

１．生態について 

 原産地：中国、台湾、東南アジア、南アジア 

 日本での定着状況：長崎県対馬（侵入経路は不明） 

 確認時期：平成 24年 10月 

 樹木の高い位置に営巣することが多い。主にミツバチなどの昆虫類を捕食する。 

 

２．懸念される影響 

（１）生態系に関わる影響：在来種との競合 

（２）農林水産業に関わる影響：養蜂業への影響 

（３）人体に関わる被害：刺傷被害 

※海外では、韓国やヨーロッパ（フランス、スペイン）で定着が確認されており、

飼育されているミツバチや、在来のスズメバチの減少が報告されている。 

※在来のオオスズメバチ等と比較して、特に人体に関わる被害が大きいことはな

い。 

 

 

 

 

 

 


